簡易「ビジネスプラン」用紙　　　　　（記述量が多いときは、表が崩れてもよい。別紙を付けてもよい）
	企業(または個人)名
	

	主な事業内容
	

	企業設立(予定)年月
	   　　　　年　　月、　資本金：    　　千円、　　　　発行予定または発行済み株式：  　　株

	役員、従業員数
	　役員：　　　人、 　従業員（常勤）：　　　人、 従業員（ﾊﾟｰﾄ）：　　　　人

	新
規
事
業
の
内
容
	新規事業の名称
	

	
	 事業の種類
（○で囲む）
	①住宅　　②医療･福祉　　③生活文化･生活支援･余暇　　④環境･ﾘｻｲｸﾙ･産廃処理
⑤新ｴﾈﾙｷﾞｰ･省ｴﾈﾙｷﾞｰ　　⑥情報･通信(ｲﾝﾀｰﾈｯﾄ含む)　 ⑦ﾊﾞｲｵﾃｸﾉﾛｼﾞｰ
⑧新製造技術(省力化含む)　⑨流通･物流　⑩人材･教育　⑪ﾋﾞｼﾞﾈｽ支援　⑫その他

	
	新規事業の概要
	

	
	優　位　性　
	他（社）の事業と比較しての商品･ｻｰﾋﾞｽの強み



	
	優位性の根拠

	上の優位性を確保できる理由（独自の技術、能力など）



	
	知的財産権


	このﾋﾞｼﾞﾈｽに関する特許実用新案等の出願、公開、登録の状況



	
	課題･ﾘｽｸと対応
	課題と予測されるﾘｽｸおよびその回避策



	市
場
の状況
 市場の状況
	市 場 規 模
 
	ﾏｰｹｯﾄ全体と本事業のｼｪｱの関係



	
	販売ﾀｰｹﾞｯﾄ
	どの層（職業、居住地、年齢、性別、年収等）の顧客に買ってもらうのかを明確に


	
	競合状況
	競争相手となりそうなものすべて


	
	PR方法と
  販売法
	顧客への周知方法と具体的な販売方法


	
	従業者計画

(役員､ﾊﾟｰﾄも含む）
	 　　　現在
　　　　　人
	   １年後
　　　　人
	   ２年後
　　　　人
	   ３年後
　　 　　人
	　  ５年後
  　　　　人

	財務状況の予測
	（単位千円）
	 　　　現在
　年 　　月期
	   １年後
年 　月期
	   ２年後
年 　月期
	   ３年後
年　　月期
	　  ５年後
年　月期

	
	  売上高
	
	
	
	
	

	
	  経常利益
	
	
	
	
	

	
	  必要資金額
	
　　必要な資金額
	
	
	
	

	
	 資金調達予定
 額と内訳
	資金調達法とそれぞれの金額
	資本金


	
	
	
	

	
	
	
	自己資金


	
	
	
	

	
	
	
	利益から


	
	
	
	

	
	
	
	融資


	
	
	
	

	今後の事業展開予定
	年　　月：　

	
	年　　月：

	
	年　　月：

	  起 業 動 機
(社会的背景等を含む
起業の動機)
	

	事業理念・企業理念

（基本的な考え、方針）
	　

	  応 募 動 機
(目的の項目に○を付けて下さい。複数可)
	①ﾋﾞｼﾞﾈｽﾌﾟﾗﾝの客観的評価　　②資金の調達　　③代理店･販売網の獲得
④共同研究･技術提携先の獲得　⑤製品化･商品化先の獲得　⑥経営指導を受けたい
⑦その他（ 　　 　　　   　　　　　　　　　　　　）

	主たる経営者
	    氏 　名
	　　 役　　職
	 　　　生年月日
	    　保有株式

	
	
	
	年　　　月　　　日
	       　　 株(　　　　千円)

　　　　　％

	
	職　　歴
	

	
	専門能力
	


この部分は、別表（Excel)で計算・記入し、あとで転記してください。


この枠（テキスト）と矢印は消してください。
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